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No.523（6月1日発行）

4月15日 ・日食協より熊本県支部へ衛生用品等の支援の申入れを行う。
・熊本県支部から衛生用品の支援要望を受け、衛生資材メーカーに発注。

4月18日 ・日食協より大分県支部へ衛生用品等の支援の申入れを行う。
・大分県支部より由布支所への衛生用品の支援要望を受ける。
・日食協より各都道府県市食協に対し、熊本県・大分県に対する義援金の呼びかけを行う。

4月19日 ・夕方、第１便衛生用品（支援物資）が熊本県支部、熊本市支所に到着。
4月20日 ・夕方、第２便衛生用品（支援物資）が大分県由布支所に到着。
4月21日 ・夕方、第３便衛生用品（支援物資）が熊本市支所に到着。

・現地支援ならびに状況調査のため日食協職員２名を派遣。
・熊本県庁で関係部署と打ち合わせ。

4月22日 ・熊本県支部にて、衛生用品（支援物資）の仕分け。
・15時より、上益城郡御船町にて熊本県支部長、専務理事、事務局長、上益城支所会長他役員、御船保健所課長、
日食協職員との打ち合わせ後、４月26日上益城郡の避難所へ支援活動を決定。

4月23日 ・夕方、第４便衛生用品（支援物資）が熊本県支部（県庁）に到着。
4月26日 ・福岡県支部（２名）、福岡市支部（３名）、鹿児島県支部（２名）、日食協役職員（７名）、熊本県支部役員（２名）

計16名を２班構成で避難所へ衛生用品を配布し、広く衛生指導を行った。
（益城町総合体育館（約1,000名）、益城町広安西小学校（約300名））

4月30日 ・熊本県支部役員・食品衛生指導員（13名）、日食協役職員（４名）、計17名で避難所（４か所）へ衛生用品を配
布し、広く衛生指導を行った。
当初は、西原村・益城町エリアでの活動を予定していたが、食品衛生指導員より大津町も被害が大きく、避
難者も多いことから、 急遽大津中学校への支援活動を当日決定した。また、今活動では「食品衛生相談所」
（西原村河原小学校）を設置し、被災者の方がたに食品衛生の普及啓発を行った。
（西原村河原小学校（約300名）、西原村山西小学校（約400名）、益城町エミナース（約500名）、菊池郡大津
町立大津中学校（約850名））
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衛生用品の内容は、以下のとおり
第1便	 ●	熊本県支部 手洗い石けん、アルコールスプ

レー、マスク、エンボス手袋
	 ●熊本市支所 アルコールスプレー
第2便	 ●	大分県由布支所 手洗い石けん、アルコール

スプレー、マスク、エンボス手袋

第3便	 ●熊本市支所 アルコールスプレー
	 ●熊本市保健所 消毒用アルコール
第4便	 ●	熊本県支部 手洗い石けん、アルコールスプ

レー、嘔吐物処理キット、次亜塩素酸ナトリ
ウム泡スプレータイプ

平成28年熊本県熊本地方を震源とする地震 支援活動報告

食品衛生指導員による衛生用品説明
と衛生指導（広安西小学校）

避難所にて衛生用品の配布
（山西小学校）

配布物一式
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天皇皇后両陛下お召しによる平成28年「春の園遊会」が、４月27日（水）に
東京の赤坂御苑で催されました。
産業、文化、芸術、社会事業などの分野で功労のあった1,900名余りの方
が招待を受けたなか、日本食品衛生協会から鵜飼良平理事長が出席し、両陛
下はじめ皇族方と和やかな時間を過ごされました。
また、安倍首相主催の「桜を見る会」が４月９日（土）に東京の新宿御苑で行
われ、全体で約16,000名が出席しました。食品衛生協会からは井出健介氏（元
長野県食品衛生協会副会長）、鈴木守氏（元岩手県食品衛生協会副会長）、太田正克氏（元福島県食品衛生協会
副会長）、大山誠氏（茨城県食品衛生協会副会長）、木村征夫氏（元滋賀県食品衛生協会副会長）、久保田政男氏
（元島根県食品衛生協会副会長）、武田吉太郎氏（元秋田県食品衛生協会副会長）、南部弘氏（元兵庫県食品衛生
協会副会長）、山上𠀋士氏（元群馬県食品衛生協会副会長）の９名が招待されました。

春の園遊会にて鵜飼理事長と令夫人

春の園遊会、桜を見る会

「心はひとつ 支えあおう九州 !!」を合言葉に開催
─ 第 57 回九州ブロック大会 ─

平成28年春の叙勲

勲 等 氏 名 主要経歴
旭日双光章 本多 建明 現・（一社）長野県食品衛生協会理事長
旭日双光章 松村 圭造 元・（公社）奈良県食品衛生協会副会長
旭日双光章 竹下 和生 現・（一社）熊本県食品衛生協会専務理事
藍綬褒章 岩沼 德衛 元・（公社）仙台市食品衛生協会会長

（順不同・敬称略）

４月29日付で内閣府より春の叙勲受章者が発表され、全国食
協組織から次の方がたが栄誉に浴されました。心よりお祝い申
し上げます。	 （総務部 高野 綾子）

報告

平成28年５月13日（金）九州ブロック大会が宮崎
市のシーガイア	コンベンションセンターにおいて約
1,300名のご参集を得て開催されました。
本大会は熊本地方を震源とする震度７の地震発生
を受け、被災された地域の復興支援大会と位置付け
開催されました。大会冒頭、犠牲になられた方がた
への黙とうが捧げられ、全国食協を代表して日食協

鵜飼理事長、九州ブロック連絡協議会古賀会長（福
岡県支部長）より、二階堂熊本県支部長ならびに小手
川大分県支部長へ義援金・見舞金の目録贈呈、被災
地を代表して二階堂支部長よりお礼の言葉と大会議
事冒頭には災害支援活動の報告がありました。
大会におきましては、厚生労働省生活衛生・食品
安全部長、宮崎県知事、宮崎市長からご祝辞を賜り、

厚生労働省生活衛生・食品安全部長表彰、ブ
ロック内退任支部長感謝状等の授与が行われ
ました。
大分県支部、北九州市支部代表による食品
衛生指導員体験発表、「みんなでつなぐ日

ひなた

向の
くにの安全・安心～日向地区食品衛生協会で
のとりくみ～」と題した特別講演、大会スロー
ガンの採択と続き、次期開催県である肥後鹿
児島県支部長のあいさつをもって盛会裡に終
了いたしました。	（公益事業部 中山 美和）二階堂熊本県支部長より災害支援報告
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カビは食品等製造環境から除去することは非常に
困難でありながらも、消費者にとって目に見える欠
陥であり、事業者においてはカビの発生を防ぐため
の対策が重要な課題となっております。
このたび、福島県支部との共催により、カビに関
する知識を深め、発生を防ぐ一助となるよう講習会
を開催いたします。参加者を含めた質疑応答も実施
いたします。ぜひご参加ください。

◆開催日時・会場
平成28年６月30日（木）13：30～17：05（予定）
コラッセふくしま ４階 多目的ホール
（福島市三河南町1-	20）（定員：220名予定）

◆参 加 費
参加者１名につき一般4,000円（税込）、
食協会員・日食協特別会員3,000円（税込）

◆講習内容
「	カビを原因とするクレームと

回収事例について」（仮題）
福島県保健福祉部 食品生活衛生課

	 副主査 本郷 貴胤

「食品におけるカビ汚染・対策の考え方」（仮題）
イカリ消毒株式会社微生物検査グループ

	 係長 元杉 美保

「食品製造現場におけるカビ対策」（仮題）
マルシン食品株式会社

	 取締役副社長 新保 勇

その他、詳細等は決まり次第順次ホームページ等
でお知らせいたします。

食品衛生法第48条の規定により食品衛生法施行令
で定められているものの製造又は加工を行う営業者
は、その製造又は加工を衛生的に管理させるため、
その施設ごとに専任の食品衛生管理者を置かなけれ
ばならないとなっております。
希望調査の結果をふまえ、本年度は添加物（食品
衛生法第11条第1項の規定により規格が定められたも
のに限る）について本講習会を開催するため、東京都
知事宛登録申請をいたしました。
本年度は一般共通科目を大阪会場と東京会場の２
会場で、添加物関係科目を昭和大学にて下記のとお
り実施する予定です。
なお、食肉製品については登録申請を見送ること
といたしました。

＜一般共通科目＞（定員 各会場約50名）
①	大阪会場：平成28年７月７日（木）～８月10日（水）
	 	大阪府社会福祉会館
	 （平成28年７月７日（木）～７月22日（金））
	 	薬業年金会館
	 （平成28年７月25日（月）～８月10日（水））

②	東京会場：平成28年７月18日（月）～８月17日（水）
公益社団法人日本食品衛生協会 食品衛生研究所

＜添加物関係科目＞
昭和大学：平成28年８月18日（木）～９月２日（金）

※	現在、登録申請中ですが、登録されない場合は講習会を
開催できないことがあります。

平成28年度食品衛生指導員全国研修会（第6回）の開催

告知

平成23年度より開催しております食品衛生指導員全国
研修会は、延1,259名の方にご参加いただき、最新の食
品衛生にかかわる情報の解説や、グループ討議を通じて
ブロックを越えた意見交換等を実施していただいており
ます。
本年度につきましても、国からの最新の食品衛生の取組
みや食品衛生指導員としての専門知識の習得、グループ討
議を通じて食品衛生指導員活動の活性化、次世代のリー
ダーの育成を図ることを目的とし、右記のとおり本研修会
を開催する運びとなりましたのでご案内いたします。

【北海道・東北、関東甲信越、東海ブロック】
◆日時 	平成28年９月12日（月）、13日（火）
◆会場 TKPガーデンシティ永田町

【北陸、近畿、中四国、九州ブロック】
◆日時 平成28年９月５日（月）、６（火）
◆会場 大阪コロナホテル

※	カリキュラム等詳細につきましては、決定
次第ご案内いたします。

「食品・食品製造施設をカビから
まもるための対策講習会」

（登録申請中）平成28年度「食品衛生管
理者の登録講習会（添加物）」開催（予定）



平成28年6月1日発行

日食協ニュース／No.523

4

「ノロウイルス食中毒予防強化期間」事業 支部・支所 取組み一覧報告

今月号も引き続き支部・支所の取組みをご紹介いたします。	 （公益事業部事業課）
支
部
名

開催日 支部・支所 参加者数 参加費 講 師

佐
賀
県

11／4 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 林久男氏
11／9 佐賀中部支所 51 無料 佐賀中部支所指導員 林久男氏
11／10 佐賀中部支所 51 無料 佐賀中部支所指導員 林久男氏
11／10 佐賀中部支所 52 無料 佐賀中部支所指導員 中島義史氏
11／13 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 林久男氏
11／15 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 古川宗夫氏
11／15 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 貞包ひとみ氏
11／15 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 畠田美代子氏
11／15 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 大橋礼子氏
11／16 佐賀中部支所 55 無料 佐賀中部支所指導員 梅野敏広氏
11／16 佐賀中部支所 51 無料 佐賀中部支所指導員 梅野敏広氏
11／17 佐賀中部支所 64 無料 佐賀中部支所指導員 野田智之氏
11／17 佐賀中部支所 52 無料 佐賀中部支所指導員 梅野敏広氏
11／18 佐賀中部支所 53 無料 佐賀中部支所指導員 林久男氏
11／26 佐賀中部支所 45 無料 佐賀中部保健福祉事務所 衛生対策課 橋口謙一氏、佐賀中部支所指導員 古川宗夫氏
12／5 佐賀中部支所 100 無料 佐賀中部支所指導員 山口久男氏
12／16 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 田中一男氏
1／27 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 山口勝也氏
1／28 佐賀中部支所 50 無料 佐賀中部支所指導員 山口勝也氏
1／29 鳥栖支所 67 無料 鳥栖支所指導員 今村光男氏
11／10 唐津支所 34 無料 唐津支所指導員 岩田泰明氏
11／11 唐津支所 26 無料 唐津支所指導員 坂本三津宏氏
11／17 唐津支所 67 無料 唐津支所指導員 岩田泰明氏
11／24 唐津支所 40 無料 唐津支所指導員 森田寛氏
11／25 唐津支所 35 無料 唐津支所指導員 福嶋豊三氏
11／26 唐津支所 35 無料 唐津支所指導員 福嶋豊三氏
12／3 唐津支所 38 無料 唐津支所指導員 伊東青磁氏
1／14 唐津支所 49 無料 唐津支所指導員 林かおる氏
1／21 唐津支所 32 無料 唐津支所指導員 伊東青磁氏
1／21 唐津支所 32 無料 唐津支所指導員 森田寛氏
11／26 伊万里支所 50 無料 伊万里支所指導員 井手清敏氏
12／4 伊万里支所 51 無料 伊万里支所指導員 古川次則氏
12／9 伊万里支所 81 無料 伊万里支所指導員 古川次則氏
1／18 伊万里支所 52 無料 伊万里支所指導員 古川次則氏
11／6 杵藤支所 110 無料 杵藤支所指導員 峰松喜照氏
11／16 杵藤支所 100 無料 杵藤支所指導員 峰松喜照氏

長
崎
県

12／8 長崎県西彼支所 60 無料 西彼保健所衛生環境課長 天本氏、手洗いマイスター 中川氏
11／12 諌早地区支所 112 無料 県央保健所専門官 小塚氏
11／20 諌早地区支所 109 無料 県央保健所専門官 小塚氏
11／26 県北支所 29 無料 県北保健所食品薬務班 稲田氏
1／26 県北支所 31 2,000円 県北保健所食品薬務班 稲田氏
1／28 上五島地区支所 53 2,000円 上五島保健所 藤田氏

熊
本
県

11／13 熊本県支部 130 会 員：無	料
非会員：500円 県支部 大倉参事

11／19 熊本県支部 222 会 員：無	料
非会員：500円 県支部 髙本課長補佐

11／17 鹿本支所 92 1,000円 山鹿保健所 濱田主任技師、手洗いマイスター1名
11／25 宇城支所 110 無料 宇城保健所 福島参事、手洗いマイスター4名
11／25 宇城支所 55 無料 宇城保健所 福島参事、手洗いマイスター4名

1／20 水俣芦北地区支所 57 会 員：			500円
非会員：2,000円 水俣保健所 西島技師、手洗いマイスター2名

大
分
県

11／9、 11 竹田支所 199 無料 大分県豊肥保健所衛生課 渡邊徹氏、関恵治氏
11／11 佐伯支所 48 会員無料以外実費 南部保健所衛生課 浅野琴愛氏
11／18 別府支所 53 無料 東部保健所衛生課 渡邉由美子氏、麻生花苗氏
11／19 臼杵支所 51 無料 中部保健所衛生課 阿部次男氏
11／25 豊後大野支所 47 無料 豊肥保健所衛生課 前原誠一郎氏
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食品中のアクリルアミドとは

アクリルアミドは、神経毒性や発がん性が懸念さ
れる物質であり、食品中ではおもに、アミノ酸の一
種であるアスパラギンとブドウ糖などの還元糖が、
揚げる、焼く、あぶるなどの120℃以上の高温での
加熱調理により化学反応を起こすことで生成すると
いわれています。
アミノ酸や糖類は、食品に一般的に含まれる栄養
成分であり、ポテトチップスやフライドポテトなど
のじゃがいもを揚げたスナック、ビスケットやクッ
キーのように穀類を原材料とする焼き菓子のほか、
コーヒー豆、ほうじ茶葉、煎り麦のように、高温で
焙煎した食品や高温調理した野菜類にもアクリルア
ミドが含まれていることが報告されています。
食品中のアクリルアミドに規制は設けられてはい
ませんが、平成28年４月５日に食品安全委員会にお
いて、加熱時に生じるアクリルアミドについての評

価結果をとりまとめました（参照 http://www.fsc.
go.jp/osirase/acrylamide1.html）。
また、農林水産省は平成25年11月に食品関連事
業者向けに「食品中のアクリルアミドを低減するた
めの指針」を作成し、食品中のアクリルアミドの低
減への取組みが必要と考えられています。
当研究所では食品中のアクリルアミド試験を下記
のとおり受託しておりますので、ぜひお問い合わせ
ください。	 （化学試験部 竹内 文恵）

試験検査費用 18,000円（税抜）
※	食協会員は、上記価格より１割引き
となります。

検体必要量 100g

問い合わせ先：食品衛生研究所 検査事業部
TEL：042-789-0211
HP：http://www.n-shokuei.jp/houjin/laboratory/

平成27年度「あんしんフード君推進優秀支所表彰」
最優秀支所は沖縄県中部支所

共済の推進状況が良好な支所に対して行って
おります「あんしんフード君推進優秀支所表彰」
について、平成27年度実績を集計した結果、
右表の20支所が優秀支所に選定されました。
最優秀支所に選定された沖縄県中部支所は、
ここ２年で「あんしんフード君」の件数を急激
に増加させており、前年比＋661件と驚異的な
数字をたたき出しました。
昨年度中に「あんしんフード君」の件数を

100件以上増加させた支所は他に沖縄県南支
所（＋179件）、静岡県静岡市支所（＋168件）
等、計９支所ありました。皆さまに「あんしん
フード君」の推進にご尽力いただきましたこと、
この場を借りて御礼申し上げます。
平成28年度からは全国で「あんしんフード

君」の契約が10万件となるよう、各支部に新た
な推進目標を設定させていただきましたので、
今後もより一層「あんしんフード君」の推進に
ご協力いただきますようお願い申し上げます。

（共済部 藤原 彩香）

表彰区分 支部名 支所名 賠償共済
増加件数

フード君
達成件数 副賞

最優秀支所 沖縄県 中 部 196 1,126 5万円
優秀支所 岡山県 岡山市 22 981 3万円
優秀支所 岩手県 盛岡市 106 710 3万円
優秀支所 静岡県 静岡市 79 610 3万円
優秀支所 高知県 高知市 49 571 3万円
優秀支所 沖縄県 南 25 547 3万円
優秀支所 山形県 山 形 21 490 3万円
優秀支所 長野県 伊 那 2 474 3万円
優秀支所 沖縄県 那 覇 31 465 3万円
優秀支所 静岡県 沼 津 19 455 3万円
優秀支所 新潟県 上 越 11 433 3万円
優秀支所 長崎県 下五島 14 425 3万円
優秀支所 宮崎県 小 林 13 412 3万円
優秀支所 石川県 金沢市 68 398 3万円
優秀支所 福島県 県 北 39 396 3万円
優秀支所 兵庫県 淡 路 15 380 3万円
優秀支所 山口県 山 口 8 370 3万円
優秀支所 茨城県 ひたちなか 136 340 3万円
優秀支所 栃木県 宇都宮 6 340 3万円
優秀支所 愛知県 豊 橋 37 338 3万円

※選考基準
前年度実績と比較し、達成件数が増加していて、かつ「あ
んしんフード君」の達成件数上位20位の支所
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食中毒だけじゃない！増加する施設賠償事故
「あんしんフード君」・「食品営業賠償共済」 共済金の支払い状況

支払い日（2016.4.1 ～ 4.30抜粋）

原因物質等 事故発生日 支部名 支所名 加入コース 業種名
年間掛金（円）

事故の概況 被害者数 共済金額（円）
休業掛金（円）

施設
賠償事故

2014.9.19 宮城県 塩 釜 ワイド 食料品販売業

144,000
8,900

店舗入口で商品を取るためにお
客がしゃがんでいたところ、従
業員が台車をぶつけてしまい、
けがを負わせた。示談が難航し
たため弁護士費用の支払いあ
り。

1 施：712,068
弁：324,000

2015.5.23 新潟県 県 央 あんしん
フード君 飲食店

9,000
900

施設内で炭火焼料理を提供して
いたところ、換気不良によりお
客が一酸化炭素中毒となった。

5 施：446,268

2015.11.14 秋田県 鹿 角 あんしん
フード君 食品製造業 10,100

1,100
店舗の看板が外れお客の車両を
破損させた。

― 施：352,147

2015.8.21 北海道 北 見 あんしん
フード君 飲食店

9,000 従業員が配膳時に誤ってスープ
を落とし、お客の足に火傷を負わ
せた。

1 施：201,300

2016.3.11 茨城県 古 河 あんしん
フード君 飲食店

9,000 店内に設置していたストーブか
ら火の粉が飛び、お客の衣服を焦
がした。

― 施：9,385

ノロウイルス

2016.1.9 愛知県 一 宮 レギュラー 仕出し・弁当
飲食店

11,900 提供した料理によるノロウイル
ス食中毒。

50 賠：606,763

2016.1.9 兵庫県 南 但 レギュラー 飲食店 2,700 提供した料理によるノロウイル
ス食中毒。

16 賠：485,629

2016.3.15 富山県 砺 波 レギュラー す し
2,700 店内で提供した料理および、お客

が持ち帰った料理によるノロウ
イルス食中毒。

14 賠：249,153

アニサキス
2016.2.18 山梨県 甲 府 あんしん

フード君 飲食店 9,000
900

提供したしめサバによるアニサ
キス食中毒。

1 賠：32,329

2015.9.15 仙台市 青葉区 レギュラー 飲食店 8,000
2,500

提供した料理によるアニサキス
食中毒。

1 賠：38,767

クドア 2016.3.24 兵庫県 明 石 レギュラー 飲食店 2,700 提供したヒラメの刺身による食
中毒。

43 賠：163,260

アレルギー 2016.1.20 東京都 墨田区 ワイド 食品製造業
18,400
3,100

提供したパンに材料表示をして
いなかったため、喫食したお客が
アレルギー症状を発症した。

1 賠：48,317

カビ 2015.12.14 福岡県 嘉穂・鞍手 あんしん
フード君

食品製造業
食料品販売業

17,300 販売した菓子にカビが発生して
おり、喫食したお客が体調不良に
より医療機関を受診した。費用
補償にてお見舞い品代を支払う。

1 賠：44,257
被：3,810

異物混入 2016.2.11 愛知県 衣浦東部 あんしん
フード君

飲食店
食品製造業

28,200 提供したうどんに針金が混入し
ており、食べたお客の喉に刺さり
負傷させた。

1 賠：358,127

受託物
賠償事故

2015.8.14 静岡県 伊 豆 あんしん
フード君 旅 館 10,900 お客２名の水着が盗難にあった。 ― 受：44,000

2016.1.7 秋田県 湯 沢 あんしん
フード君

旅 館
飲食店

仕出し・弁当

40,100
5,300

預かったお客の車両を駐車する
際にぶつけてしまい破損させた。

― 受：77,327

被害者
治療費等 2016.2.7 香川県 高 松 あんしん

フード君 飲食店 16,700 お客が足を滑らせ転倒し、右手を
骨折し入院した。

1 被：30,000

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。 賠：生産物賠償金、施：施設賠償金、受：受託物賠償金
被：被害者治療費等、弁：弁護士費用

今回は施設賠償事故の高額支払い事例をご紹介します。加入者はスーパーを営んでおり、店舗入口で商品を取ろうとしゃ
がんでいたお客に、従業員が押していた台車が接触して、ケガを負わせてしまいました。
本件の支払いが高額になった理由は、被害者の治療が長期にわたったこと（治療費：504,312円、通院交通費：

145,750円、免責金額：3,000円、特別費用：65,006円）と、それに加え、被害者が事故後に加入者店舗へ嫌がらせ行為
を行ったため、弁護士に対応を委任せざるを得なくなり、弁護士費用324,000円を支払ったためです。
営業形態にかかわらず、本件のような施設賠償事故（業務上の過失による事故・施設の欠陥に起因する事故）は多く発生し

ており、平成27年度の共済金支払い事故件数730件のうち、施設賠償事故は291件と全体の約40％を占めております。
「あんしんフード君」にご加入の方、もしくは食品営業賠償共済に施設賠償特約を付加している方については、本件のよう
な事例でも十分な補償が可能です。
食品等事業者を取り巻くリスクは食中毒だけでなく多岐にわたりますので、充実した補償の「あんしんフード君」をお勧め

くださいますようお願いいたします。
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弊社の支部担当次課長について～その２（西日本編）
三井住友海上火災保険株式会社

広域法人部営業第一課 VOL.149

弊社のメインの人事異動が４月１日に行われ、平成28年度の各支部担当次課長が決定いたしましたので、
ご案内いたします。（東日本の担当次課長は前月号にてご案内させていただいております。）

支部名 部支店 課支社 担当者名 役職 電話番号 FAX番号
奈良県 奈良支店 奈良第二支社 辻 	純也 支社長 0742-36-5501 0742-36-5660
京都府 京都支店 スタッフ 栗間	秀晃 課 長 075-343-6101 075-371-6597
京都市 京都支店 スタッフ 栗間	秀晃 課 長 075-343-6101 075-371-6597
和歌山県 和歌山支店 和歌山南支社 大石	敏生 課 長 073-433-0801 078-433-0787
大阪府 関西業務部 賠償保証チーム 奥村 	洋 チーム長 06-6220-2980 06-6220-3092
兵庫県 神戸支店 神戸第一支社 前田	勝明 支社長 078-331-2244 078-331-7883
神戸市 神戸支店 神戸第一支社 前田	勝明 支社長 078-331-2244 078-331-7883
滋賀県 滋賀支店 大津支社 木下	一成 支社長 077-522-4340 077-523-0296
岡山県 岡山支店 倉敷第一支社 宗中	淳也 課 長 086-422-1026 086-425-2014
広島県 広島支店 広島第一支社 長神	寛之 支社長 082-234-5815 082-234-5870
広島市 広島支店 広島第一支社 長神	寛之 支社長 082-234-5815 082-234-5870
島根県 山陰支店 松江支社 柳野	幹一郎 支社長 0852-27-5222 0852-21-2459
鳥取県 山陰支店 鳥取支社 石毛	充之 支社長 0857-24-7241 0857-29-1034
山口県 山口支店 山口支社 内山	大樹 支社長 083-924-5984 083-924-7948
香川県 高松支店 高松西支社 谷本	繁樹 支社長 087-825-2615 087-825-2151
愛媛県 愛媛支店 松山支社 田中	敏之 支社長 089-941-0299 089-941-9148
徳島県 徳島支店 徳島第一支社 北村	聡太 支社長代理 088-622-1457 088-622-1075
高知県 高知支店 高知第二支社 高田	恭伸 支社長 088-824-5795 088-871-1204
福岡県 福岡支店 スタッフ 奥山	信康 業務課長 092-722-6913 092-722-4370
福岡市 福岡支店 スタッフ 奥山	信康 業務課長 092-722-6913 092-722-4370
北九州市 北九州支店 北九州第二支社 栗山	真一 支社長 093-521-7428 093-541-5526
長崎県 長崎支店 長崎支社 西浦	宏治 支社長 095-825-3122 095-826-1305
大分県 大分支店 大分第一支社 吉村	 寛 支社長 097-534-8181 097-532-0834
佐賀県 佐賀支店 佐賀支社 眞鍋	尚行 支社長 0952-24-9138 0952-24-0201
宮崎県 宮崎支店 宮崎第二支社 緒方	靖浩 支社長 0985-24-3184 0985-24-3185
熊本県 熊本支店 熊本第一支社 武政	俊宏 支社長（上席） 096-366-5533 096-366-5680
鹿児島県 鹿児島支店 鹿児島第二支社 大日	貴史 支社長 099-206-0707 099-206-0725
沖縄県 沖縄支店 沖縄支社 松宮 	彰 支社長 098-866-4805 098-866-6283

ジブラルタ生命は、食協生命共済保険取扱会社です。 ジブラルタ生命保険株式会社 VOL.149

ジブラルタ生命保険株式会社 : 本社/〒100-8953東京都千代田区永田町2-13-10
  コールセンター : TEL 0120-37（ミナ）-2269（ジブロック） 

リタイアメントライフの資金は、
『資金三分法』で 生涯を通じて必要な資金を、

ご一緒に考えてみませんか。

老後の貯え いくら取っておけばいいの？
いくら使っていいの？

使えるお金が少なくなってしまいませんか？
将来予想される不安要素を明確にしたり、資金を目的別に整理することで、

安心してお金が使えるようになります。

つかう
（つかえる）

のこすそなえる



先日、熊本地震の支援活動をして参りました。映像等でしか見ていなかった状況を目の当たりにした瞬間の衝撃は今でも忘れ
ません。余震もまだ続いております。くれぐれもご自愛ください。『こころを寄せて ちからを添えて 支えあおう！日本』（吉田）編集後記
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担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp
担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp

6月号の内容

定期購読・書籍のご注文、お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 公益事業部推進課まで
TEL 03-3403-2114 FAX 03-3403-2384 メールアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

食と健康
食品衛生研究

■月刊「食品衛生研究」

■月刊「食と健康」
特集１ 飲食店における外国人観光客対応のコツ
増加傾向にある外国人観光客に対して、飲食店はいかに

取り込み、対応すればよいのか。その方法をさまざまな角
度から解説。

特集２ いま、力を合わせてできること
日食協 熊本地震支援活動の報告

熊本、大分を中心とする地震発生を受け、日本食品衛生
協会が行政、各食品衛生協会や関係企業等と協力して実施
している支援活動について報告。

◆UJNR	有毒微生物専門部会	第50回日米合同部会
◆「加熱時に生じるアクリルアミド」の食品健康影響評価
◆食品中の放射性物質等に関する意識調査

冷蔵庫やホワイトボード等に
貼ってご使用いただけます

名入れ対応しています

～マグネットステッカー・ポスターのご紹介～
食中毒予防にお役立てください！

■サイズ B3判 ■定価 75円（税込）

■サイズ B6判 ■定価 258円（税込）

マグネットステッカー「食中毒予防に温度管理早見表」

ポスター「たいせつな食中毒予防と正しい手洗い」

微生物が増殖しやすい温度帯や食品の保存に適した温度がひと目でわかる便利な
マグネットステッカーです

食中毒をおこす代表的な7種類の微生物
について、その特徴、発病までの時間、
症状、予防のポイントについての解説
と、正しい手洗いのポイントをまとめた
ポスターです

６月に入り、梅雨のシーズンを迎えました。夏に向けて気温や湿度が高くなるこれからの時期は、冬期に多発す
るノロウイルス食中毒同様、食中毒に対する予防や対策が非常に重要です！この機会に改めて日食協で作成して
いるポスターやリーフレット、ステッカー類から一部をご紹介します。

◆送料◆
１回のご注文が3,000円以上→送料サービス。
3,000円未満は一律300円	（ただし送付先が
１か所の場合に限ります）

◆送料◆
１回のご注文が3,000円以上→送料サービス。
3,000円未満は一律300円	（ただし送付先が
１か所の場合に限ります）

◆名入れ◆
１回のご注文が3,000枚以上→料金サービス。
3,000枚未満は一律36,000円（税込）
※名入れを希望される場合は、３週間ほど納期
をいただきます

※	隔測温度計も取り扱っています


